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Geophysical logging at boreholes of the Chelongpu fault 
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集集地震断層を貫く２本の孔井において空隙率、密度等の検層が行われた。孔井は集集地震断層の北部（豊原
サイト）と南部（南投サイト）の２ヶ所で、北部では傾斜 50゜、南部では垂直井である。 

南部（南投サイト）では破砕帯が幅広く、北部サイトでは局在化した破砕帯がコア観察から確認されている。
これに対応して南投サイトで空隙率、密度とも断層破砕帯に伴う顕著な変化はない。北部サイトでは、コア観察に
よる顕著な破砕帯に対応した明瞭な空隙率、密度の変化が見られる。 

なお測定は台湾 NCU、Wang 教授らの協力により行われた。 
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